
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 
 
 

家
の
宗
旨
（
し
ゅ
う
し
）
が
、
神
道
の
方
、
神
道

家
（
し
ん
と
う
け
）
あ
る
い
は
、
神
徒
（
し
ん
と
）
と

申
し
ま
す
が
、
こ
の
八
月
の
時
期
に
、
御
先
祖
様
の
霊

祭
（
み
た
ま
ま
つ
り
）、
中
元
祭
（
ち
ゅ
う
げ
ん
さ
い
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

御
自
宅
や
当
宮
の
祖
霊
舎
（
そ

れ
い
し
ゃ
）
に
て
執
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 
そ
の

中
元
祭
の
祭
詞
（
さ
い
し
）
の
中
に
、「
残
暑
独
（
の

こ
ん
の
あ
つ
さ
）
厳
（
こ
ご
）
し
き
中
に
」
と
奏
上
し

て
お
り
ま
し
て
、
立
秋
と
は
、
名
ば
か
り
で
、
残
暑
厳

し
き
毎
日
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。 

そ
れ
で
も
、
い
く

ぶ
ん
、
朝
夕
が
し
の
ぎ
や
す
く
な
り
ま
し
た
し
、
蝉
（
せ

み
）
の
ぬ
け
が
ら
（
空
蝉
｛
う
つ
せ
み
｝
と
い
い
ま
す
）

を
よ
く
み
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
て
、
夏
の
終
わ
り

秋
の
気
配
を
感
じ
る
昨
今
で
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、

ど
う
や
ら
、
九
月
の
半
ば
ま
で
例
年
よ
り
暑
い
日
が
続

き
そ
う
で
す
。 

 

◇
先
の
大
戦
の
終
結
し
た
六
十
七
年
前
の
八
月
十
五

日
も
、
か
な
り
暑
い
一
日
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

八
月

十
五
日
が
、
こ
の
終
戦
記
念
日
で
あ
る
こ
と
は
、
日
本

人
に
と
っ
て
僥
倖
（
ぎ
ょ
う
こ
う
、
思
い
も
か
け
な
い

幸
せ
、
幸
運
の
こ
と
）
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

な 

     

ぜ
な
ら
ば
、
国
民
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
自
分
が
生
ま

れ
育
っ
た
故
郷
に
て
、
こ
の
日
を
迎
え
る
か
ら
で
す
。 

軍
人
、
民
間
人
を
含
め
三
百
十
万
人
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

戦
場
（
い
く
さ
ば
）
に
倒
れ

た
御
英
霊
（
え
い
れ
い
）
は
、「
必
ず
や
こ
の
無
念
の

思
い
を
引
き
継
い
で
く
れ
る
」
と
信
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ

っ
た
の
で
す
ね
。 

マ
ニ
ラ
で
戦
死
さ
れ
た
陸
軍
中
尉

は
、
辞
世
（
じ
せ
い
）
に
、 

「
国
の
た
め 

命
さ
さ
げ
し 

ま
す
ら
お
の 

 
 

至
誠
（
し
せ
い
）
を
継
げ
や 

一
億
の
民
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
あ
り
ま
す
。  

日
本
人
は
、
不
可
避
（
ふ
か
ひ
）
な
る
人
と
し
て
の

運
命
（
さ
だ
め
）
で
あ
る
「
死
」
の
悲
し
み
、
無
念
の

思
い
で
人
生
を
閉
ざ
さ
れ
た
人
の
果
た
せ
な
か
っ
た

願
い
を
、
和
歌
や
詩
に
託
し
て
、
後
世
に
伝
え
て
き
ま

し
た
。 

生
き
残
っ
た
、
生
か
さ
れ
て
い
る
わ
れ
わ
れ

が
、
そ
の
す
べ
て
を
引
き
受
け
る
、
伝
え
て
い
く
、
崇

高
（
す
う
こ
う
）
な
る
文
化
で
あ
る
の
で
す
ね
。 

そ

の
文
化
を
継
承
す
る
日
が
、
御
先
祖
様
に
感
謝
し
、
一

家
そ
ろ
っ
て
お
墓
詣
り
を
す
る
「
お
盆
」
で
あ
る
こ
と

が
、
日
本
人
に
と
っ
て
僥
倖
（
ぎ
ょ
う
こ
う
）
で
あ
る

と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
す
。 

平
和
を
、
戦
争
と

戦
争
の
間
の
「
戦
間
期
（
せ
ん
か
ん
き
）」、
休
戦
（
き

ゅ
う
せ
ん
）
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

戦

争
を
知
ら
な
い
世
代
が
ほ
と
ん
ど
に
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
戦
争
を
知
っ
て
い
る
親
や
祖
父
母
を
も
つ
私
は
、

そ
の
文
化
継
承
の
担
い
手
に
な
り
、「
戦
間
期
」
に
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。 

◇
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉 

八
雲
）
は
、
日

本
の
家
族
に
つ
い
て
、「
ま
ず
両
親
が
あ
り
、
両
親
の

血
族
が
あ
る
、 

そ
の
ほ
か
に
、
祖
父
母
と
そ
の
血
縁

者
、
曽
祖
父
母
そ
の
血
す
じ
の
も
の
、
そ
の
背
後
に
は
、

す
で
に
死
ん
だ
人
た
ち
が
ず
ら
り
と
控
え
て
い
る
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
そ
れ
に
比
し
て
、
一

世
紀
少
し
前
の
西
洋
の
家
族
は
、「
ほ
と
ん
ど
崩
壊
し

て
、
家
族
と
い
え
ば
、
夫
と
妻
、
そ
れ
に
丁
年
｛
成
人

に
達
す
る
ね
ん
れ
い
の
こ
と
｝
に
達
し
て
い
な
い
子
供

た
ち
、
ま
ず
こ
ん
な
程
度
で
あ
る
」
と
嘆
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。 

日
本
は
今
、
十
九
世
紀
の
西
洋
並
み

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
ね
。 

日
本
の
家
族
復
活

の
第
一
歩
は
で
す
ね
、
祖
先
を
思
い
出
す
こ
と
か
ら
、

「
御
先
祖
様
に
守
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
感
謝
の
気
持

ち
を
取
り
戻
す
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
し
て
、
さ
ら
に
、
三
百
十
万
人
も
の
尊
い
命
に
も

守
ら
れ
て
い
る
、
御
英
霊
に
感
謝
す
る
と
い
う
こ
と
が
、

日
本
の
大
家
族
の
観
念
、
国
家
危
急
（
こ
っ
か
き
き
ゅ

う
）
の
場
合
、
国
民
全
体
が
一
大
家
族
に
な
る
と
い
う

伝
統
の
力
を
取
り
戻
す
事
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

御
自
愛
を
祈
り
ま
す
。 

宮
司
プ
レ
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◇
七
月
、
八
月
の
祭
典
行
事
報
告
（
予
定
も
含
む
） 

▼
月
次
祭 

 
＊
七
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
月
次
祭 
＊
七
月
一
日
、
十
五
日 

▼
六
連
島
七
社
祭 

＊
七
月
九
日 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 

＊
七
月
十
日 

 

▼
竹
の
子
島
天
満
宮
例
祭 

＊
七
月
十
五
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
七
月
二
十
一
日 

 
 

▼
夏
越
祭 

 

◆
本
宮 

前
夜
祭 

七
月
二
十
九
日 

 
 
 

 
 

 
 

◆
田
の
首
八
幡
宮 

七
月
二
十
四
日 

 
 

◆
六
連
島
八
幡
宮 

七
月
二
十
五
日 

 

▼
月
次
祭 

＊
八
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
第
七
回
ま
ほ
ろ
ば
学
級 

＊
八
月
五
日 

 
 

 

▼
神
道
家
（
し
ん
と
う
け
）
中
元
（
ち
ゅ
う
げ
ん
）
祭 

 
 

＊
八
月
七
日
～
八
月
十
四
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
八
月
二
十
一
日 

 

▼
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
山
口
県
支
部
参
拝 

 
 

＊
八
月
二
十
三
日 

 
 

◇
八
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
予
定
（
報
告
も
含
む
） 

  

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
行
事
委
員
会
夏
季
慰
労
会 

＊
八
月
三
日 

 
  

◇
維
蘇
志
会
八
月
例
会 

 
 

＊
八
月
四
日 

 
 

◇
神
道
会
常
任
委
員
会 

＊
八
月
二
十
九
日 

◇
秋
季
例
大
祭
企
画
室
会
議 

 

＊
八
月
三
十
一
日 

 
▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

 
◇
支
部
三
役
会 

＊
八
月
一
日 

◇
神
社
庁
役
員
会
教
化
教
学
担
当
者
打
合
せ 

 
＊
八
月
十
七
日 

 
 

◇
神
社
庁
役
員
会 

＊
八
月
二
十
五
日 

 
 

◇
支
部
夏
季
総
会 
＊
八
月
二
十
七
日 

 
 

◇
中
国
地
区
教
化
会
議
（
山
口
引
受
） 

 

＊
八
月
二
十
九
日 

▼
神
職
養
成
講
習
会
関
係 

 

（
直
階
講
習
の
神
社
神
道
概
説
の
科
目
担
当
） 

◇
講
義 

＊
八
月 

四
日
、
八
日
、
十
日 

 
 
 
 
 

八
月
十
八
日
、
十
九
日 

 

◇
成
績
判
定
会
議
、
記
念
撮
影
、
謝
恩
会 

 

＊
八
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

◇
閉
講
式 

＊
八
月
二
十
五
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
八
月
二
十
二
日
、
二
十
九
日 

 
 

◇
拡
大
委
員
会 

＊
八
月
十
日 

 
 

◇
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ 

＊
八
月
二
日
、
十
三
日 

 

▼
教
誨
活
動
（
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

◇
集
合
教
誨
（
男
子
） 

＊
八
月
六
日 

 
 

◇
刑
務
執
行
前(

新
入
時)

講
話 

＊
八
月

二
十
二
日 

 

▼
人
権
擁
護
委
員
活
動 

 
 

◇
第
一
次
研
修(

山
口
県)  

＊
八
月
七
日 

 

▼
講
演
活
動 

◇
下
関
市
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

＊
八
月
二
十
二
日 

◇
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会 

 

＊
八
月
二
十
三
日 

 

▼
そ
の
他 

 
 

◇
迫
町
自
治
会
若
宮
祭
打
合
せ 

＊
八
月
一
日 

 
 

◇
彦
島
消
防
団
第
六
部
機
庫
点
検 

＊
八
月
二
十
日 

 

◇
下
関
中
央
準
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

 
 

＊
八
月
二
十
三
日
、
三
十
日 


